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イギリスにおける地方税財政改革
の現状と課題

佐藤　滋（東北学院大学経済学部）
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1. イギリス地方税制の概観
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小さな地方税負担（1）：地方税収の国際
比較（対GDP比，2015年）

地方税収の国際比較

OECD, Revenue Statistics
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小さな地方税負担（2）：中央・州・地方
政府の税収配分（対GDP比，2015年）

OECD, Fiscal Decentralisation Database

4



財産課税（カウンシル・タックス）のみの
単税制度：アングロ・サクソン型の典型

地方財源の内訳の国際比較，３０か６７

5

中央集権化の進展：地方税収の推移（対
GDP比，1973-2015年）

企業課税の譲与税化

OECD, Revenue Statistics
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小さな地方税収と強い税率決定権の
カップリング

OECD, Fiscal Decentralisation Database
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2. 近年の地方税財政改革の概観

8



2005-06 2009-10 2013-14 2015-16

Grant income:

Revenue Support Grant 26,663 4,501 15,175 9,520

Redistributed non-domestic rates 18,004 19,515 - -

Police Grant 4,353 4,253 7,565 7,423

Specific and special grants inside Aggregate External Finance (AEF) 14,785 45,737 41,760 40,119

Local Services Support Grant (LSSG) - - 77 29

General GLA Grant - - - -

Area Based Grant - 3,314 - -

Other grants inside AEF 37 48 -

Grants outside AEF 11,804 17,374 18,417 18,296

Housing subsidy 217 -134 -795 -734

Grants towards capital expenditure 5,298 8,761 8,782 10,863

Total grant income 81,161 103,369 90,982 85,516

Locally-funded income:

Council tax 21,315 25,633 23,371 24,734

Retained Income from Rate Retention Scheme 10,719 11,855

External interest receipts 1,215 778 839 1,047

Capital receipts 3,777 1,427 2,481 2,196

Sales, fees and charges 11,420 12,852 12,695 11,666

Council rents 6,208 6,326 7,215 7,468

Total locally-funded income 43,935 47,017 57,319 58,966

Other income and adjustments 9,384 12,272 9,253 19,390

Total income 134,481 162,658 157,554 163,871

Grants as a percentage of total income 60% 64% 58% 52%

労働党 保守・自民党

概ね変化なし

自治体の歳入構成の変容
DCGL, Local government nancial statistics England，各年版より作成
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3. 労働党政権下の地方税財政改革
（1997～2010）
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急増する地方税負担：カウンシル・タッ
クスの上昇率（単位：%） DCGL, Local government 

nancial statistics England，各年
版より作成
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ギア効果（Gearing Effect）（1）

歳出総計

カウンシル・
タックス

仮に，カウンシル・タックスで歳出の50%を賄っているとする。そのと
き，歳出の1%の増大を地方税の増加によって賄うとすると，カウンシル・
タックスの2%の引き上げが必要。20%の場合，5%の引き上げが必要。

Cf. 河合宏一（2008）「英国唯一の地方税・カウンシル・タックス」『地方財政』 47(1)

Cf. 星野　泉（2004）「イギリスの分権化と地方税制改革」『都市問題』 95(3)

労働党のキャッピング率
その他財源

「最後」の調整手段としてのカウンシル・タックス
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ギア効果（2）：カウンシル・タックスが
経常歳出に占める割合（単位：%）

DCGL, Local government nancial statistics England，2010より

カウンシル・タックスの増税は国政にも深刻な
影響を与える。さらなる増税の回避

cf. 内貴　滋（2006）「英国地方税改革の現状とその背景」『地方税』 57(2)

cf. 谷澤叙彦（2004）「英国の政治と地方税についての考察」『地方税』55(11)
13

逆進的な地方税：物税→人税→物税
＋人税（＝カウンシル・タックス）

標準税率以下で81.5%の人口をカバー

税額は，絶対額にして3倍の差にすぎない

DCGL, Local government nancial statistics England，2011より

補足）低所得層は，全額国庫負担のカウンシル税給付が支給される。また，
ライオンズ・レポートのような主流の改革案は，現行制度を維持したうえ，
バンドを上下に追加するなど，物税の「人税化」という方向性を模索。14



人頭税への強烈な租税抵抗からの正常化過
程：カウンシル・タックスの徴収率（%）

DCGL, Local government nancial statistics England，2010より

Cf. 佐藤　滋・古市将人『租税抵抗の財政学』岩波書店
15

カウンシル・タックスの負担急増に
どう対処するか？
労働党政権（1997-2010）：国策として教育を重視。教育費は，単
独では自治体歳出の最大費目。

地方税財政の体系的な改革を長期的な課題として棚上げ。増
税を懸念し，資産再評価も凍結。譲与税となり国税となっ
ていた企業課税ビジネス・レイトの再地方税化も実行せず。

教育費の全額国庫負担化と，カウンシル・タックスの上昇
率にキャッピング

なし崩し的に中央集権化が進展。
16



交付金算定への影響：簡素→複雑

教育費の国庫補助金化以前

歳入援助交付金＝公共支出配分額 （ビジネスレイト＋想定カ

ウンシル・タックス） 

教育費の国庫補助金化以後

歳入援助交付金＋ビジネス・レイト＝需要基準額 財源基準額

＋中央配分額±フロア保障

地方税以外の，ほかの財源にしわ寄せが生じる結果に。

ビジネス・レイトの増減と，歳入援助交付金の
増減が相殺される仕組み。自治体の開発努力は？

17

4. 連立政権下の地方税財政改革
（2010～）
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戦後最大規模の財政再建のなかで，地方税財政改
革のあり方は？：歳出・歳入の推移（対GDP比）

2010年のスペンディング・レビューにおいて，2011～
14年度の間に，特定補助金を28%削減することを決定

サッチャー メージャー 労働党 連立政権

19

自治体の悲願の達成？（1）

サッチャー政権下でビジネス・レイトが譲与税化。1990年～

労働党支配自治体への対抗，企業の競争力の向上が目的（企
業から個人への負担転嫁）。フランスやドイツの企業課税改革
との同時代性。

税率決定権を，自治体から国へ

ロンドンから他地域への地域間再分配

徴収された税は，成人人口をもとに再分配

cf. 林 健久（2002）「州・地方の企業課税--90年代の
ヨーロッパの若干の事例」『地方財政』 41(12)
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自治体の悲願の達成？（2）

2013年に，連立政権は特定補助金の削減の見返りとして，これまで自治体
の悲願であったビジネス・レイトの「再地方税化」を行った。ただし，

改革後，ビジネス・レイトの収入が減らない仕組み。

ビジネス・レイトの税収の50%のみで，税率決定権は国が持つ。

シティー・ディールに取り組んでいる自治体を対象に，増収分を保
持できる「取り戻し」earn backを導入。

開発により見込まれる増収分を事前に地方債として借り入れること
が可能なTIF（Tax Increment Finance）を導入。

21

cf. 鎌田　司（2013）「英国連立政権下の地方税財政改革 : 

自治体がビジネス・レイトの50%保持」『地方税』 64(12)

カウンシル・タックス＋ビジネス・レイトのち
方取得分が経常歳出に占める割合（単位：%）

DCGL, Local government nancial statistics England，各年版より
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交付金算定への影響：中央集権の強
化，失われた算定の「合理性」
自治体のコントロール・トータル（国の予算編成で決
定）

歳入援助交付金総額＝自治体のコントロール・トータ
ル ビジネス・レイトの自治体取得分（＋国負担）

個別自治体に対する歳入援助交付金とビジネス・レイトの配分額は，個別
自治体の一般財源配分基準額に，歳入援助交付金総額とビジネス・レイト

の自治体取得分の比率を乗じて計算

個別自治体への配分

財政調整制度に不可欠な，財政需要
と財政収入の２つの要素が欠落？

23

連立政権下で何が生じたのか？

地方税比率は増大し（25% 40%），自治体の裁量は「一見」増大。ビジネ
ス・レイトの「再地方税化」を単体としてとりあげた場合，損失を被る自治
体は現在のところ存在しない。

しかしながら，特定補助金が削減されたことにより，自治体全体の歳出は減
少傾向に。

また，ビジネス・レイトの税率決定権は国が保持しており，先行研究のよう
にこれを文字通り再地方税化と呼ぶことは難しい。譲与税の配分方法に変更
があったと捉える方が自然。

関連して，マクロの予算統制が強化されるなかで，歳入援助交付金の算定の
合理性が失われていったことは問題。

24



5. 長期の課題として

25

地方税改革の論点

マーリーズ・レビュー

カウンシル・タックスを，住宅サービスの消費時に課税する住
宅サービス税へと改革。単税制度を維持しつつ，消費課税化。

自民党案など

単税制度を維持しつつ，地方所得税に置き換える。

スコットランド・地方税改革委員会

複税制度の導入を提言。
cf. Commission on Local Tax Reform, 2015, Just Change: A New Approach to Local Taxation

cf. 関口智（2014）「イギリス地方財政・公会計制度とマー
リーズ・レビューの地方税改革案 」『地方財政』 53(10)
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